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理事会報告

協議承認事項

1号議案　7月の事業活動報告の件
　　　　  ①7月度の事業収支結果
　　　　  ②困難を打開する本格的な「組合員による事業利用大運動」の推進
　　　　  ③2016年度の組織運営の到達（全国四課題）について
　　　　  ④自立できる職場づくりの取り組み
　　　　  ⑤熱中症訪問等実施中
　　　　  ⑥健康チャレンジの推進
2号議案　秋の強化月間に向けて
　　　　  ①2016年度組合員交流集会について
　　　　  ②月間の成功に向けて

①事業に関する報告
②組織及び運営に関する活動
③就業規則関連
④社会保障・源発・震災支援の取り組み
次回理事会　  9月17日［土］ 午後3時30分～　本部会議室
　　　　　　10月15日［土］ 午後3時30分～　本部会議室

理事長あいさつ
常務理事会報告　①民医連・医療生協会議参加について
　　　　　　　　②行政組織等の連携
　　　　　　　　③職員の研修・発表など
　　　　　　　　④前進座公演の件

各報告承認事項

医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

　10月より東京の全日本民医連事務局
に出向することが決まりました。機関紙
「みらい」は創刊から編集委員として携
わってきました。職員、組合員さんには急
な記事依頼や取材に応じて頂き感謝の

気持ちでいっぱいです。毎月各エリアの組合員さんから届
くお便りは大変はげみになりました。東京では、「きづが
わ」で学んだことを大いに活かし、大いに学び、全国に
「大阪きづがわ」の名が響くよう（悪い意味で響きません
ように…）邁進していきます。
　大阪きづがわ医療福祉生協の魅力を伝える機関紙
「みらい」に幸あれ！　　　　　 西成エリア　小田 芳人

今月の
いちまい

055

担当支部の組合員さんから色紙を頂きました

医療費の支払いでお困りの方一度ご相談ください 必要な診察・治療を受けていただく事が何よりも大切です

ママ・ちょこ ⑨

P4 みんなのひろば今月号のおもな記事 P6

　子どもが夜中、急に高熱を出した…外で遊んでいたら
ケガをして出血している…かかりつけ医院は開いていな
いし、病院に行った方が良いか、救急車を呼んだ方が良
いかなど、判断に迷ったことはありませんか？

　そんな時に頼りになるのが「救急安心センターおおさか」です。＃7119
（携帯電話・PHS・プッシュ回線）または06-6582-7119（すべての電話）に
かけるだけで「看護師」「相談員」が、
医師の指示のもと、24時間・365日、
相談に応じてくれます。

・みなと生協診療所・たいしょう生協診療所（医科・歯科）・ながほり通り診療所・西成民主診療所無料低額診療事業実施診療所

ご存知ですか？ 救急安心センターおおさか＃7119

＃8000
夜間（20時～翌朝８時・
年中無休）の子どもの急
病時、病院に行った方が
良いか判断に迷ったとき
は、こちらもご利用いただ
けます。

日時 2016年8月20日［土］
場所 本部会議室
出席 理事 26名/31名中　監事 3名/3名中

第２回 理事会

「小規模多機能 にじの家」が
オープンしました！

みんなで
食事づくり

配膳も
利用者の
皆さんで

買い物に
外出

スタッフも
一緒に

綺麗な花が
咲いて
いました

どうしたらいいか分からなくなったときは、迷わず電話してくださいね！

救急安心センターおおさか

＃7119（携帯電話・PHS・プッシュ回線のみ。  IP電話・ダイヤル回線は不可）

06-6582-7119（すべての電話）

子どもの夜間の電話相談は

でも！

＃8000

06-6765-3650

こんな相談はご遠慮ください。

お受けすることが
できない相談

● 医薬品の使用方法などの相談
● 現在かかっている病気の
  治療方針に関する相談
● 健康相談
● 介護相談
● 育児相談

　９月にオープンしたばかりの新施設「小規模多機能 にじの家」。
　にじの家での暮らしは、自宅での暮らしの延長です。これまで続けてきた
生活を大切に、買い物や掃除、食事づくり、息抜きの散歩など、日々の当たり
前の活動をいつまでも続けていけるよう、利用者様の暮らしを支えます。
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 現勢 ● 組合員数 23,950人  出資金額 708,964,100円  平均出資金額（1人） 29,601円  支部数 33支部 2016.８.末 現在
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がろう、もっと ひろげよう、もっと

大阪
きづがわ医療福祉生活協同組合
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が
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友
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で
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岐
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す
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に
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　「
し
か
し
道
真
は

負
け
た
」と
友
子
。

第８回

Profile がもう 健
1935年 大阪市住吉区生まれ
大阪府議会議員四期（西成区選出）

郷土史家
大阪きづがわ医療福祉生協前理事長

著書「今昔木津川物語」「今昔西成百景」など
前 編

　地域交流センター・大正晴ればれ（旧
大正民主診療所）が、7月1日にオープン
しました。組合員さん、区民の皆様が健
康づくりや、交流の場に使用していただ
き、自ら健康づくりなどを推進され元気
に長生き出来るようにと施設を開放し
ています。

　ここでは、色んなサークルの賑やかな
声が響いています。4階ホールから2・3
階を利用出来ます。使用規定に基づいて
お部屋などをお貸ししています。近日に
は１階に、トレーニングマシンを導入し
た健康と体力向上を目指すホールが完
成します。

美味しいコーヒー（￥100）とモーニングセット
（￥200）を用意しています。

かばんなどで頭を保護しながら、
ブロック塀や門、自販機、看板、外
壁、ガラスなどの倒壊物から身を
守るため、直ちに離れます。揺れて
いても立ち止まらず即行動です。ビ
ルなど強い建物の前にいた場合
は、建物に入ってガラス等から距離
をとり壁際で身を守ります。

持ち物などで頭をかばいながら、まずは椅
子と椅子の間で身をかがめて身を守ります。

「北野天満宮」道真も
権力闘争の当事者

― 

次
号
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　後
編
へ
つ
づ
く

　そ
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遠
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も
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揺
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ぐ
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て
く
だ
さ
い
。

　揺
れ
た
ら
ま
ず
は
身
に
迫
る
危
険
か
ら

身
を
守
り
ま
す
。そ
の
後
、近
く
の
安
全
な

場
所
は
ど
こ
か
な
ど
、次
に
と
る
べ
き
行

動
を
考
え
判
断
し
ま
す
。〈

防
災
対
策
会
議
〉

も
し
も
そ
の
と
き
外
出
し
て
い
た
ら

「大災害から生命を守ろう」

揺れたらすぐすること

道を歩いていたら 映画館や劇場などでは

陳列棚や商品が凶器になります。
カバンやカゴで頭を守りながら売
場から離れます。

スーパーにいたら

急ブレーキがかかりますから、停止
直前の衝撃に備え、つり革などにつ
かまります。乗務員の指示に従いま
す。地下鉄の場合は感電の恐れも大
きいので自己判断で車外に出ては
なりません。ホームにいた場合は落
下物の無い壁際に移動します。

電車に乗っていたら 壁際で身を守ります。地上出口
に殺到すると危険です。悲鳴や
怒鳴り声に惑わされず、次にと
るべき行動を判断するため状
況観察します。照明が消えても
非常灯がつきますから慌てず
待ちます。火災発生時は低姿勢
で口にハンカチをあてます。

地下街にいたら

すべての階のボタンを押し、止まっ
た階で降ります。閉じ込められた
ら、非常ベルや非常電話で外部に
連絡し救助を待ちます。

エレベーター内なら

モーニング班会

開催日：毎週 火・金曜日　時間：午前９時～11時30分

みんなで快い汗をながしています。女性を含めて
楽しくワイワイとラケットを振っています。

卓球サークル

開催日：毎週 月・水・金・土曜日
時間：午後１時～４時（月・水・金）午前９時～12時（土）

新しく出来た班会です。健康づくりの一つとして
行っています。

ベリーダンス班会

大阪市発行の冊子を使い、認知症を正しく理解していただ
き、認知症の方の対応などを講習します。認知症サポータ－養成講座

開催日：毎週 木曜日　時間：午後１時～２時　受講料：1回1000円

開催日：毎月第４火曜日　　時間：午後１時～２時

月初めには健康チェツクをして身体のチェック、
皆さん指数が高く効果が数値に表れます。

いきいき体操班会

開催日：毎週 月曜日　　時間：午後２時～３時

毎週カラオケをしています。誕生会を2カ月に一
度開いて誕生日を迎える方にはプレゼントをし
て、皆さんでお祝いします。

健康クラブ

開催日：毎週 火曜日　　時間：午後１時～３時

10月17日（月）から来年の4月まで開催。認知症予
防に、全国的に医療生協で取り組まれています。

脳いきいき班会

開催日：毎月第3月曜日　時間：午前10時～11時30分

１階

２階ホール

４階ホール

４階ホール

４階ホール

４階ホール

地域交流センター・大正晴ればれ地域交流センター・大正晴ればれ

か
ん
ば
つ
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　港エリアのサークル「エイジレスバレエ・ストレッ
チ」。生徒が増えたこともあり現在は、みなと・晴
ればれから八幡屋の大阪市中央体育館に移
動しました。その「エイジレスバレエ・スト
レッチ」サークルが取材を受けて、ケーブル
テレビの「ベイコム地元ニュース」で放送さ
れました！ちょうど健康まつりに向けての練
習の模様が放送され、先生はじめ、生徒の皆さ

んもやる気がよりみなぎってきたようです！初の発
表会に向けて頑張っています！体験レッスンも随
時募集中！　　　　　　　　　 組合員活動部　姉川

　浪速支部では認知症の理解と予防、認知症の方
への接し方など学習を進めています。8月17日は
なにわ晴ればれにて、モーニング班会で認知症予
防の体操を行い、8月27日には「明日の記憶」の映
画鑑賞を行いました。この映画は2006年に公開
されたもので働き盛りの男性が若年性アルツハイ
マー型認知症と診断され、本人とその家族が苦悩
しながらも病気と向き合い、暮らす物語です。会場
からは時折、すすり泣く声が聞こえました。現在

は、認知症の方を家族だけでなく、社会で支えあ
う事が広がっていますが、引き続き、認知症につい
ての取り組みを浪速区で進めていきます。

　「ともに学ぼう認知症のこと・認知症サポーター養成
講座」を8月23日、こつまの里にて西成社保委員会とデ
イサービスひなたぼっこ主催で開催し参加者は38名
と会場がいっぱいになりました。講師の西成区の玉出
地域包括支援センターの種継 敦さんのお話と西成区
の「オレンジリングの会」11名のキャラバンメイト（介護
事業所の職員）の皆さんの「寸劇」で認知症の理解を深
め、接し方など対応について楽しく学ぶことができまし
た。寸劇は孫に会うため家を出たものの道に迷った方
への声かけや対応などがあり、実践を通して学ぶこと

ができました。参加者からは「やさしく気軽に声をかけ
合える西成区になれば安心です。学んで認知症サポー
ターが増えるといいなと思います」など多数、感想が寄
せられました。　   　　ケアプランセンターさくら　竹内 智子

と
も
に
学
ぼ
う
認
知
症
の
こ
と

認
知
症
の
方
を
社
会
で
支
え
る

華
や
か
に
！
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
に
！
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
！

認知症の理解と予防、学習

認知症サポーター養成講座

港　区

　９月１日、午後一時から「すこやか ベリーダン
ス体験会」が開かれました。１時前から皆さん三々
五々集ってこられ16人が参加しました。エキゾ
チックな音楽が流れ、なんだか異国に迷い込んだ
感じで、医療生協には今までなかった雰囲気で
す。つばき先生はさすが、ちゃんとしたベリーダン
スの衣装に着替えておられました。ほとんどが60
代以上の方々でしたが、一人だけ40代の方が小
学一年生の女の子を連れてこられ、いっぺんに平
均年齢が下がりました。皆さん体操服の上から、
先生が持ってこられたベリーダンス用の（スパン
コールがいっぱいついた華やかな）腰スカーフを
巻き、アラブの雰囲気を感じながら、さあレッスン
開始。まずは手を前に上げたり横に上げたり、
グーパー運動から準備体操。ストレッチなどをし
て体がほぐれたところで、いよいよベリーダンス

のレッスン開始！まずは足。膝を交互に自分の足
の指の前に500円玉を置いたつもりになってそれ
を隠すように交互にひざを曲げる。腰をかまぼこ
板で押されるような感じで左右に振る。そのとき
上半身は、なるべく動かさず力を入れない。おへ
そをしっかり保つ。胃は中に入れる。なかなか難し
い。でも先生は「お！できてる、できてる！」「いい
感じ、いい感じ」とみんなをほめてばかり。足腰手
の基本的な動きを一気に教えてくださる。そして
最後に、音楽に合わせて今までやった動きを組み
合わせながら踊りましょう！と。初めて
の体験で音楽に合わせて踊るとこ
ろまで進むってすごい！つばき先
生のベリーダンス班会に皆さん
どうぞ来てくださいね！　　　
　　　　　渡口 差知子

すこやか べリーダンス体験会

背
筋
を
の
ば
し
て
〜

大正区

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い

　みなと生協診療所では第2・4金曜日に
午後からの「もの忘れ外来」(2時～4時)と
あわせて、診療所に併設されているサロ
ンで 「認知症カフェ」を開催しています。
本人はもちろん、家族やお友達など、どな
たでも参加できます。お茶や交流を楽し
んだり、認知症に関する悩み相談も行っ
ています。もし何かお悩みのことがありま
したら一人で悩まずご相談ください。専門
職員が認知症に対して、どのように付き
合っていけばいいかお答えします。参加は
無料ですのでお気軽にご参加ください。

「認知症カフェ」を開催しています

お！できてる、いい感じ！

西成区

ベリーダンス班会 開催日：毎週木曜日
時　間：午後１時～２時
場　所：大正 晴ればれ

浪速区　

T
V
放
映
さ
れ
ま
し
た
！

エイジレスバレエ・ストレッチ

玉
手
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

種
継 

敦
さ
ん
の
お
話

お気軽に
お越し
ください

モーニング班会での認知症予防の体操

西　区

TEL.06-6571-2010

エイジレスバレエ・ストレッチ
体験レッスン
申し込みは

大阪市中央体育館大阪プールまで

「オレンジリングの会」の皆さんの寸劇
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一般的な予防接種の種類

大阪市公費

４種混合
麻疹風疹混合
日本脳炎
ヒブワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン
水ぼうそうワクチン
B型肝炎ワクチン

大阪市公費
（一部負担）

成人肺炎球菌
65歳以上インフルエンザ

任 意 接 種
ロタ
おたふく
インフルエンザ

正解者の中から抽選で15名の方に図書カード（500円）を進呈!

10月末日

まちがいさがし
下の絵は上と7ヶ所の
まちがいがあります。

８月号の
こたえ

８月号の当選者

応募総数70名で
全員正解でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

医
シリーズ

福 食 住

これが医療福祉生協の魅力

 

▍ 

7
月
3
日
に
女
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。梅
雨
で
ず

っ
と
雨
が
降
っ
て
い
た
の
に
、こ
の
子
が
生
ま
れ
て
か

ら
ず
っ
と
晴
れ
て
い
ま
す
。雨
が
嫌
い
な
の
か
な
？
す

く
す
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
区
・
長
尾 

望
葵
さ
ん

 

▍ 

大
正
民
主
診
療
所
の
後
に
大
正
晴
れ
ば
れ
に
さ
れ
た

の
は
、と
て
も
良
い
活
用
で
す
ね
。大
正
区
・
ポ
ン
タ
さ
ん

 

▍ 

今
回
は
サ
ッ
サ
ッ
と
見
つ
け
る
事
が
出
来
、ス
カ
ッ

と
し
ま
し
た
。連
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。　 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
区
・
沙
莉
琉
さ
ん

 

▍ 

ド
イ
ツ
転
勤
か
ら
、長
男
夫
婦
が
帰
っ
て
き
ま
す
｡

手
の
か
か
ら
な
い
夫
婦
で
早
く
孫
の
顔
を
見
せ
て
も

ら
え
た
ら
最
高
で
す
が
。　
大
正
区
・
ユ
リ
ッ
ペ
さ
ん

 

▍ 

病
院
も
近
く
な
り
小
児
科
が
出
来
て
す
ご
く
喜
ん

で
い
ま
す
。　 

　
　
　
　
大
正
区
・
匿
名
さ
ん

 

▍ 

孫
達
が
図
書
カ
ー
ド
を
集
め
て
い
る
と
知
り
、い
つ

も
ま
ち
が
い
さ
が
し
は
、た
の
し
み
に
見
て
い
ま
し
た

が
今
回
応
募
す
る
事
に
し
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
大
正
区
・
西
滝 

敬
子
さ
ん

 

▍ 

7
月
か
ら
13
部
配
布
し
て
い
ま
す
。も
っ
と
大
き
な

団
体
に
な
っ
て
皆
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
り
た

い
で
す
。9
月
11
日
は
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
、赤
旗
・
囲
碁

将
棋
大
会
が
あ
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。　 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
区
・
川
本 

泉
さ
ん

 

▍ 

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。N
H
K
の
朝
ド

ラ「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」で
す
が
、モ
デ
ル
に
な
っ
た
大
橋

さ
ん
、花
森
さ
ん
、そ
し
て「
暮
ら
し
の
手
帖
社
」は
、戦

後
の
社
会
の
人
々
の
生
活
を
創
意
工
夫
と
明
る
さ
で

支
え
た
の
だ
な
あ
と
、肯
き
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。「
暮

ら
し
の
手
帖
社
」は
、「
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
」で
知
ら

れ
る
峠
三
吉
が
編
集
し
た「
行
李
の
中
か
ら
出
て
き
た

原
爆
の
詩
」を
出
版
、私
は
こ
の
詩
を
中
学
生
と
と
も

に
朗
読
劇
に
し
ま
し
た
。惨
禍
を
少
し
で
も
伝
え
る
べ

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
西
区
・
井
上 

和
歌
さ
ん

 

▍ 

毎
月
楽
し
み
な
が
ら
新
聞
宅
配
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
、会
話
を
楽
し
み
に
。ま
ち
が
い
さ
が
し
も
脳
ト

レ
と
思
い
頑
張
っ
て
探
し
て
い
ま
す
。初
め
て
応
募
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。　 

　
　
　
大
正
区
・
匿
名
さ
ん

 

▍ 

た
い
し
ょ
う
生
協
診
療
所
、開
所
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。以
前
歯
科
で
お
世
話
に
な
り
、な
つ
か
し
く

思
い
出
し
て
い
ま
す
。ま
す
ま
す
地
域
の
方
々
は
便
利

で
い
い
で
す
ね
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
浪
速
区
・
平
田 

淑
子
さ
ん

 

▍ 

ヤ
ッ
タ
ー「
図
書
カ
ー
ド
」当
た
り
、誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
間〝
し
お

か
ぜ
〞で
映
画（
お
か
あ
さ
ん
の
木
）を
見
せ
て
頂
き
、

ウ
ル
ウ
ル
と
し
た
場
面
あ
り
。私
は
4
月
に
生
ま
れ
、

戦
争
を
知
ら
な
い
の
で
、と
て
も
今
平
和
で
あ
る
事
を

喜
ん
で
お
り
ま
す
。　 

　
港
区
・
山
本 

美
代
子
さ
ん

 

▍ 

子
ど
も
も
夏
休
み
に
入
り
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、上
の
子
が
ゲ
ー
ム
ば
っ
か
り
す
る
の
で
困
っ
て

い
ま
す
。ま
ち
が
い
さ
が
し
の
図
書
カ
ー
ド
を
当
て

て
、何
か
本
で
も
読
ん
で
く
れ
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
港
区
・
中
井 

美
幸
さ
ん

 

▍ 

い
つ
も
ま
ち
が
い
さ
が
し
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

応
募
は
初
め
て
で
す
。孫
の
為
に
図
書
カ
ー
ド
が
ほ
し

い
で
す
。　 

　
　
　
　
　
港
区
・
備
後 

久
子
さ
ん

 

▍ 

2
月
に
三
男
が
生
ま
れ
三
兄
弟
で
に
ぎ
や
か
な
夏

休
み
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。い
つ
も
子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
く
ま
ち
が
い
さ
が
し
、し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
之
江
区
・
前
川 

絵
美
さ
ん

 

▍ 

最
近
ま
ち
が
い
さ
が
し
を
し
て
い
て
も
、ハ
ガ
キ
を

出
す
の
を
忘
れ
る
事
が
有
り
ま
す
。頭
を
使
っ
て
図
書

カ
ー
ド
を
当
て
な
い
と
！ 

大
正
区
・
中
島 

み
ど
り
さ
ん

 

▍ 

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。あ
ま
り
感
動
と
か
感
激

と
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、お
盆
を
二
、

三
日
過
ぎ
た
頃
思
い
出
し
た
よ
う
に
Y
o
u 

T
u
b
e
で
演
歌
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。13
年
前
に
亡

く
な
っ
た
兄
の
好
き
だ
っ
た
曲
が
流
れ
て
、私
の
脳
裏

に
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
て
踊
っ
て
い
る
兄
の
姿
が
ア
リ

ア
リ
と
甦
り
、涙
し
ま
し
た
。お
盆
で
す
ね
！
兄
が
帰

っ
て
き
ま
し
た
。　
　
　
港
区
・
宮
崎 

紀
子
さ
ん

 

▍ 

小
さ
い
頃
ス
イ
カ
は
縁
側
で
食
べ
、タ
ネ
は
プ
ッ
と

と
ば
し
て
何
日
か
す
る
と
、い
っ
ぱ
い
芽
が
出
て
来
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。家
の
ま
わ
り
は
全
部「
土
」今
は

土
を
み
つ
け
る
の
も
む
つ
か
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
区
・
こ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん

 

▍ 

夏
の
風
物
詩
な
つ
か
し
い
で
す
。い
つ
も
笑
顔
で
い

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。「
た
い
し
ょ
う
生
協
診
療
所
オ
ー

プ
ン
」健
康
を
守
る
砦
が
増
え
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
1
6
、今
年
の
締
め
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
で
す
。　
　
　
港
区
・
岩
根 

朝
子
さ
ん

 

▍ 

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、公
共
施
設
や
冷
房
を

利
用
し
て
、夏
を
乗
り
き
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
…
。　
　
港
区
・
匿
名
さ
ん

 

▍ 

8
月
に
入
り
、気
温
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。す
ご
し
や

す
い
季
節
が
来
る
ま
で
夏
と
は
仲
よ
く
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

西
成
区・金
元 

美
根
子
さ
ん

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに
貼って下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレ
スまでメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表に替え
させていただきます。
抽選は毎月第一金曜日に行っています。見学
されたい方は、ご一報の上、お越しください。

15名

堀 

忠
先
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た

堀 

忠
先
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た

医
療
生
協
な
が
ほ
り
通
り
診
療
所  

所
長

ー
予
防
接
種
っ
て
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
で
す
か
？
　

堀
　
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
か
か
る

病
気
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
に
は
、ワ
ク
チ

ン
に
よ
っ
て
免
疫
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。免
疫
と
は
、身

体
に
あ
ら
か
じ
め
経
験
さ
せ
て
お
く
こ
と

で
す
。免
疫
は
一
回
か
か
る
と
か
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、か
か
り
に
く
く
な
っ
た
り

す
る
身
体
の
防
御
作
用
の
こ
と
で
す
。病

気
を
起
こ
す
働
き
を
な
く
し
た
成
分
を
注

射
し
て
、病
気
に
そ
な
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
ワ
ク
チ
ン
で
す
。し

か
し
、ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
な
い
病
気
も
あ

り
ま
す
。R
S
ウ
イ
ル
ス
や
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
も
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。技
術
が
す

す
め
ば
こ
れ
ら
の
病
気
に
も
対
応
で
き
る

と
き
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
人
間
何
事
に
お
い
て
も
一
度
経
験
し
た

こ
と
は
処
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
、病
気

に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。安
全
に
経
験
を

績
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
が

予
防
接
種
な
の
で
す
。

ー
増
え
て
き
た
予
防
接
種
に
対
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

堀
　
個
別
に
相
談
す
る
の
が
一
番
で
す
。

こ
の
や
り
方
が
正
し
い
と
い
う
決
ま
っ
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。生
活
リ
ズ
ム
も
異

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。全
員

一
様
に
な
る
こ
と
は
な
く
、違
っ
て
て
い

い
ん
で
す
。「
一
番
大
切
な
こ
と
は
、決

ま
っ
た
回
数
を
き
ち
ん
と
う
け
る
こ
と
」

で
す
。時
期（
何
ヵ
月
目
に
何
を
接
種
す

る
）と
い
う
こ
と
よ
り
遥
か
に
重
要
で
す
。

ま
ず
回
数
で
す
。

ー
ア
レ
ル
ギ
ー
と
副
反
応
に
つ
い
て

堀
　
基
本
的
に
は
安
全
な
も
の
し
か
認
可

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ほ
と
ん
ど
の

人
は
ご
く
普
通
に
受
け
て
い
た
だ
い
て
か

ま
い
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
場
合
は
個
別

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
う
け
た
あ
と
の
注
意

堀
　
お
ふ
ろ
は
直
後
は
さ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
、そ
れ
で
結
構
で
す
。絆
創
膏
も
血
液

が
衣
服
に
付
着
す
る
こ
と
を
防
ぐ
だ
け
の

も
の
で
す
の
で
、様
子
を
見
て
外
し
て
い

た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

ー
チ
メ
ロ
サ
ー
ル（
防
腐
剤
に
つ
い
て
）

堀
　
含
有
量
に
つ
い
て
は
問
題
に
な
ら
な

い
で
す
。各
製
造
会
社
も
余
計
な
も
の
は

な
く
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

1
9
5
0
年
代
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
問

題
は
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
の
汚
染
で
し

た
。今
の
よ
う
な
個
別
の
量
で
は
な
く
、大

き
な
容
器
に
あ
ら
か
じ
め
入
れ
て
お
い

て
、必
要
な
分
だ
け
そ
こ
か
ら
注
射
器
で

吸
い
出
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
容

器
に
雑
菌
が
入
り
、汚
染
さ
れ
て
し
ま
う

な
ど
の
こ
と
で
し
た
。現
代
で
は
、１
回
き

り
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ー
は
し
か
に
つ
い
て

堀
　
ご
く
普
通
に
２
回
受
け
た
方
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。１
回
受
け
た
人
は
で
き
れ

ば
も
う
１
回
で
す
が
、で
き
れ
ば
お
子
さ

ん
を
優
先
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

ー
小
児
科
医
と
し
て

堀
　
子
ど
も
さ
ん
を
第
一
に
。い
ろ
ん
な

も
の
か
ら
守
っ
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。

きづがわ共同法律事務所

電話相談・出張相談
高齢者・障がい者のための

06-6633-7621TEL.代表

無料

受付時間／月～金 9：30～17：00
06-6633-7624受付

専用

まずは、
お気軽に
お電話
ください

※おたより掲載は図書カード当選と関係ありません。（編集部で選ばせていただいています）

予
防
接
種

の
こ
と

mirai1@osaka-kizugawa.coop

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、
　今号の感想やご意見、近況などを
　お書き添えください。

どしどしご応募
お待ちしています

必着

ほ
り

　
　
　た
だ
し
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